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認F三七を愛し、
明るい市づくりにつとめる。

学校・家庭・社会の教育において郷土を愛する心

を培う。

市づくりの権利と責任が市民一人一人にある乙と
をお互いに自覚する。(大洲市民憲章)
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第 23 0号

市の人口(4月1日〉

人口 38.379人
男 18，252人女

世帯数 10，438世帯
面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集企画広報課

20，127人
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。

当
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で
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、
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在

広

域

営

農

団

地

ま
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、

住
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建

設

で

あ
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す
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、

農

道

整

備
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農

村

総
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整

備

モ

デ

一

第

三

回

老

人

祭

開

く

今

年

度

、

第

一

種

住

宅

十

円

第

二

種

ル
事
業
を
進
め
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
一
e
F
4

住
宅
二
十
戸
、
計
三
十
一
戸
の
鍾
設
を
い

す

が

、

こ

れ

ら

の

中

に

本

事

孝

信

組

み

一

お

だ

や

か

な

天

候

に

恵

ま

れ

た

、
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一

月
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た

し

た

い

と

考

え

て

い

る

の

で

あ

り

ま

一

入

れ

る

乙

と

に

よ

り

、

農

業

基

盤

の

確

一

目

、

大

洲

市

老

人

ク

一

フ

プ

連

合

会

で
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九

百

人

が

す
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一

宅

地

域

環

境

の

整

備

を

強

力

に

推

進

一

読

し

て

筆

二

回

老

人

祭

を

盛

大

に

開

催

し

ま

し

以

上

の

よ

う

に

新

年

度

に

臨

む

方

策

一

一

と

堅

い

決

意

を

明

ら

か

に

し

ま

し

た

。

一
レ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
一
た
。

一

一

そ

れ

に

基

づ

い

て

編

成

さ

れ

た

新

年

一

商

工

業

の

育

成

一

乙

の

老

人

語

、

ス

ポ

ー

ツ

、

レ

す

エ

!

シ

ョ

度

予

算

は

次

の

と

お

り

で

す

。

一

一

ツ

な

ど

を

と

お

し

て

健

康

の

保

持

増

進

を

図

り

、

生

一

当

面

す

る

商

工

業

の

振

興

施

策

と

い

一

き

が

い

の

あ

る

生

活

き

て

い

た

だ

く

た

め

に

望

新

年

度

予

算

の

一
た
し
ま
し
て
は
、
中
小
企
業

1
1一
レ

た

も

の

で

す

。

概

要

そ

乙

で

語

、

昭

和

五

十

年

度

に

お

一

る

振

興

資

金

融

資

限

度

額

の

弓

上

げ

一

午

前

中

は

、

大

洲

南

中

学

校

体

喜

で

ス

ポ

ー

ツ

予

算

規

模

は

、

-

般

会

計

予

算

二

一

+

い

て

は

、

次

の

重

量

点

施

策

と

し

重

条

件

の

緩

和

室

、

更

に

力

差

一

大

会

が

行

わ

れ

、

差

別

対

抗

で

襲

撃

や

ス

プ

一

一

億

四

壬

一

一

百

七

十

万

円

、

特

別

会

計

て
積
極
的
な
市
政
の
推
進
を
図
っ
て
い
一
い
で
ま
い
る
重
で
あ
り
ま
す
。
一

l
ン
レ
l
ス

ミ

楽

し

三

妄

一

ぱ

い

で

レ

た

。

予

算

十

億

六

干
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百
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九

万

五

千

円

く
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1あ
り

ま

す

。

一

ま

た

、

観

光

の

聞

で

は

、

当

市

の

う

一

午

後

か

ら

は

会

場

を

市

塁

館

へ

移

し

て

演

芸

大

事

業

会

計

予

算

七

億

一

干

九

十

六

万

農

業

基

盤

の

整

庸

一

飼

い

、

い

も

た

き

、

あ

る

い

は

書

山

一

会

が

行

訳

、

地

区

代

表

者

が

出

演

し

て

意

義

七

千

円

、

合

計

五

十

億

二

千

二

亘

ハ

万

A
-
一

の

も

み

じ

と

い

っ

た

も

の

も

、

ょ

三

曲

芸

、

か

ず

か

ず

の

熱

演

に

観

察

ら

万

雷

の

拍

三

千

円

の

雪

初

予

算

と

な

っ

て

お

り

ま

ず

、

近

代

的

農

業

を

樹

立

す

る

た

一

く

定

着

し

て

ま

い

り

ま

し

た

今

日

乙

一

手

が

お

く

ら

れ

、

楽

し

い

百

を

す

ご

レ

ま

し

た

。

ま

す

。

め
、
農
地
開
発
、
基
盤
の
整
備
な
ど
経
一
れ
ら
を
よ
り
充
実
レ
、
有
機
的
、
広
域
一
ー
ー
ー
I

l

l

i

t

-

-

-

-

-

-

一

-

-

-

歳

出

予

算

の

お

も

な

も

の

は

次

の

と

営
の
合
理
主
義
極
的
に
推
進
し
一
的
な
観
光
閤
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
一
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
を
充
実
一
教
育
施
設
の
一
護
者
、
児
童
、
教
師
が
一
体
と
な
っ
て
一
お

レ

ー

向

日

刊

誌

同

町

一

て

詰

町

長

官

と

と

一

dMUF--すれ
昌

子

陣

三

整

備

充

実

一

時

記

長

吉

一

一

昨

日

時

五

費

量

会
土
の
繁
栄
を
図
る
た
め
、
自
然
と
の
調
一
も
に
新
し
く
農
地
の
開
拓
な
ど
に
よ
っ
一
圏
、
あ
る
い
は
肱
川
緑
地
公
園
も
順
次
一
更
に
は
精
神
薄
弱
者
な
ど
の
重
量
一
次
に
心
身
と
も
に
す
ぐ
れ
た
人
材
の
一
と
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
一
一
一
億
幸
九
百
四
十
八
万
幸
円
、

議
和
を
基
調
と
し
た
開
発
と
、
あ
わ
せ
て
一
て
生
産
規
模
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
き
た
一
整
備
が
雲
、
民
主
公
園
で
あ
す
の
か
た
が
た
の
更
生
援
護
施
策
に
つ
一
養
成
を
図
る
た
め
、
警
の
向
上
を
め
一
次
に
、
奨
学
金
貸
阜
の

2げ
で
一
(
民
生
費
関
係
)

市
市
民
福
祉
の
行
政
を
よ
り
積
極
的
に
進
一
の
で
あ
り
ま
す
が
、
需
を
は
じ
め
、
一
る
と
同
時
に
、
観
光
資
源
と
し
て
奇
一
き
ま
し
で
も
、
積
極
的
に
対
処
し
て
い
一
ざ
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
o

一
あ
り
ま
す
が
、
せ
よ
く
向
学
心
長
一
老
人
医
療
費
、
敬
老
年
金
、
老
人
各

例
め
て
ま
い
り
ま
す
o

一
一
室
町
村
喜
く
の
期
待
を
も
っ
て
一
欠
の
も
の
と
な
勺
て
お
り
ま
す
。
一
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
一
そ
乙
で
今
年
度
に
お
き
ま
し
で
は
、
一
え
な
が
ら
経
済
的
宮
に
よ
り
霊
園
一
種
事
業
補
助
金
、
保
育
所
費
等
十
億
六

定
す
な
わ
ち
、
農
業
開
発
商
工
観
光
一
撃
て
ま
い
り
ま
し
た
国
営
総
合
農
地
一
そ
ζ
で
当
市
と
い
た
し
ま
し
で
は
、
一
芝
、
ぉ
と
し
よ
り
の
か
た
が
た
に
一
昨
年
度
か
ら
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
で
警
産
品
レ
、
資
金
を
貸
与
す
る
一
干
五
十
万
六
千
円

月
の
振
翼
興
、
社
A審
語
祉
営
の
充
妻
実
、
教
育
の
百
発
警
事
業
警
が
、
い
よ
い
よ
着
工
吾
の
運
豆
びi一
百
自
然
を
室
生
か
色
レ
、
そ
毒
ぼ
く
三
さ
の
自
申
に
忘
も
一
守
す
対
字
す
る
施
襲
策
で

zあり皇ま
す
芸
が
、
今
皇
年
度
旦
喜
妻
多
小
幸
学
校
露
屋
内
富
運
動
書
場
、
平
末
小
学
主
校
」
一

τことに
よ
り
益
進
学
霊
を
容
雲
易
に
与
す
る

ιtι三め止一
?
(
農
票
林
禁
水
毒
産
富
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3
振
興
な
《
す
ぐ
れ
た
人
材
の
養
成
と

τ昔
、
当
市
農
業
の
新
し
い
歴
史
を
一
現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
と
乙
ろ
の
観
光
地
一
か
ら
敬
老
会
覇
金
の
対
象
年
令
の
引
一
の
震
直
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
一
の
本
制
度
を
よ
り
充
実
す
る
た
め
今
一
経
営
実
験
農
場
経
営
費
、
農
業
開
発

る
生
活
基
盤
の
確
立
を
は
か
り
、
安
ら
ぎ
百
三
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
づ
く
り
に
今
後
大
い
に
努
力
し
て
ま
い
一
下
げ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
ほ
か
、
主
主
、
平
小
学
校
水
泳
プ
l
ル
が
完
一
年
度
か
ら
引
上
げ
る
乙
と
に
し
た
の
で
す
童
、
第
二
次
農
業
構
造
改
善
訪

す
の
あ
る
生
活
の
実
現
を
進
め
て
い
き
た
一
乙
の
事
業
は
、
規
模
、
事
業
費
の
面
一
り
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
一
人
ク
一
フ
ブ
の
震
を
き
め
の
細
か
一
成
レ
ま
す
と
自
の
小
中
学
校
す
べ
て
一
あ
り
ま
す
。
一
推
進
事
業
費
、
農
村
総
合
整
備
事
業

一

一

一

誌

の

実

行

に

つ

い

て

一

軒

主

主

盟

社

会

福

祉

施

策

一

時

を

進

め

て

ま

い

り

た

い

と

考

え

一

計

諸

百

四

日

一

生

活

環

境

の

整

備

一

詰

何

時

間

豊

田

億

一

は
一
と
に
雲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
喜
一
の
充
実
一
更
に
、
同
和
対
策
事
業
で
あ
り
ま
す
一
ぞ
れ
の
設
置
に
あ
た
り
、
地
一

π関
係
者
一
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
環
(
商
工
観
光
費
関
係
)

向

性

時

間

錦

町

γ聞
い
す
の
実
現
な
く
さ
、
当
市
の
農
業
は
一
今
年
度
ま
ず
児
童
福
祉
の
面
に
お
き
一
が
、
事
業
の
積
講
義
警
図
る
た
一
の
ご
協
力
に
ち
て
心
か
ら
感
謝
申
レ
一
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
と
と
で
あ
り

7小
企
業
融
資
預
託
金
市
総
合
宣

一
あ
り
得
な
い
と
の
堅
い
決
意
を
も
っ
て
一
ま
レ
て
は
、
肱
北
保
育
所
の
聾
且
、
そ
一
め
、
住
宅
改
修
資
金
貸
付
事
業
、
福
祉
一
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
ま
す
。
一
伝
事
業
費
等
百
千
一
盲
四
十
九
万
三
干

て
、
財
源
の
確
保
と
そ
の
量
レ
を
得
一
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
と
患
い
ま
す
o

一
の
他
保
育
施
設
の
整
備
妻
室
、
幼
一
会
館
の
運
営
等
に
つ
き
ま
し
で
も
、
充
一
次
に
、
新
し
い
事
業
に
、
情
緒
障
害
一
そ
と
で
、
ま
ず
道
路
の
整
備
で
あ
り
一
円

な
が
ら
順
番
置
し
て
ま
い
り
た
い
と
一
次
に
、
策
二
次
農
業
構
造
改
善
笠
児
保
育
に
百
円
の
棄
を
挙
げ
た
い
と
一
分
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
一
進
学
級
が
あ
り
ま
す
。

ζ
れ
は
情
緒
一
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
道
路
舗
装
工
(
土
木
費
関
係
)

考

え

て

い

る

の

で

あ

り

ま

す

。

吾

妻

は

、

霊

童

、

雪

正

一

雪

て

お

り

ま

す

。

一

る

の

で

あ

り

ま

す

o

一
の
不
安
定
な
ど
行
動
上
の
異
常
さ
が
見
一
年
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
ま
す
の
一
道
路
新
設
改
良
質
、
富
士
山
公
園
整

--tis--i曹・
1
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一
水
事
業
等
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
一
ま
た
、
家
庭
児
童
相
談
馬
児
童
館
一
一
え
る
児
童
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
保
一
で
計
画
の
す
べ
て
妻
子
ず
る
よ
う
努
亘
書
、
公
営
星
雲
費
、
道
路

健
康
保
険
の
家
事
、
国
民
健
康
保
一
ら
、
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
は
、
五

1
1
1
1
1
H
1
1
1
1
1
1
1
1
-力
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
一
橋
り
ょ
う
費
、
公
共
下
水
道
費
等
三
憶

険
の
加
入
者
(
閲
一
人
に
つ
い
て
)
が
一

O
年
一
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
で

l

，

・

l
、

一

り

ま

す

o

T

一
干
百
六
+
三
万
四
千
円

同
局
に
同
じ
病
院
診
療
所
(
盆
は
、
四
九
年
一

O
月

か

ら

の

診

療

に

交

通

事

故

の

絶

滅

を

願

い

一

ま

た

、

当

事

に

重

要

な

バ

イ

パ

ス

(

教

育

費

関

係

)

と

通

院

は

別

で

す

)

で

支

払

っ

た

自

己

一

つ

い

て

払

戻

し

が

受

げ

ら

れ

ま

す

。

一

及

び

六

洲

1
野
村
線
建
設
に
つ
き
ま
し
一
情
緒
障
害
児
治
療
学
級
開
設
費
、
喜

負
担
額
が
一
か
月
に
=
一
万
円
を
超
え
た

7
現

在

ま

で

、

未

請

求

の

も

の

が

、

街

頭

で

交

通

安

全

指

導

一

て

も

、

更

に

促

進

を

開

て

ま

い

る

考

一

家

学

校

関

運

動

場

連

設

費

、

平

小

と
き
は
、
一
ニ
万
円
を
超
え
た
金
額
に
三
相
当
多
類
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
た

4

4

1

1

一

え

で

あ

り

ま

す

。

一

学

校

水

泳

プ

l
ル
建
設
費
、
奨
学
育
英

い

て

、

高

額

療

養

費

の

請

求

を

す

る

と

一

だ

ち

に

請

求

レ

て

く

だ

さ

い

。

(

二

一

次

に

下

水

道

の

整

備

で

あ

り

ま

す

が

一

費

等

四

億

五

干

六

百

二

十

万

円

と

に

よ

り

払

い

戻

し

を

受

け

ら

れ

ま

す

一

年

間

放

置

す

る

と

時

効

に

な

り

、

請

「

新

入

学

、

入

園

児

の

交

通

事

故

防

一

な

お

今

年

も

、

春

の

交

通

安

全

運

動

一

今

年

度

公

共

下

水

道

計

画

策

定

、

事

業

一

(

災

害

復

旧

費

関

係

)

i
持
に
注
意
す
る
こ
と
が
ら
I

一

求

で

き

な

く

な

り

ま

す

。

)

止

運

動

期

胸

中

の

四

月

八

日

」

、

市

役

一

が

五

月

十

ご

日

か

ら

五

月

二

十

一

日

ま

一

認

可

を

受

け

、

朋

年

度

着

工

を

期

レ

て

一

過

年

度

補

助

農

林

施

設

災

害

復

旧

1
入

院

号

室

料

の

義

歯

科

一

語

、

国

民

健

康

保

険

で

は

、

月

事

交

差

点

と

新

町

交

差

点

の

二

箇

所

で

の

間

全

国

一

斉

に

行

わ

れ

ま

す

。

一

ま

い

り

た

い

と

思

う

の

で

あ

り

ま

す

。

言

、

過

年

度

公

共

土

木

施

-

設

災

害

復

旧

診

療

の

差

額

や

付

き

添

い

重

審

な

一

月

該

当

者

に

通

知

を

レ

て

い

ま

す

か

で

、

村

上

大

州

市

長

を

は

じ

め

、

西

岡

一

ζ
の
期
間
中
は
、
と
く
に
と
ど
も
と
一
ま
た
、
都
市
下
水
に
つ
き
ま
し
で
も
一
璽
守
一
平
五
百
八
十
一
万
円

ど

保

険

診

療

の

対

象

と

な

ら

な

い

も

一

ら

と

留

意

く

だ

さ

い

。

大

聖

書

長

ら

が

街

頭

指

導

を

行

い

一

老

人

の

交

通

事

故

防

止

を

重

点

目

標

と

一

更

に

整

備

を

国

て

い

く

重

で

あ

り

一

(

労

働

費

関

係

)

の
は
高
額
療
養
貨
の
払
戻
し
の
対
象
一

5

高

額

療

養

費

の

申

請

先

は

、

健

康

ま

レ

た

。

τて
連
覇
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
一
ま
す
。
一
失
業
対
策
事
業
費
等
一
二
千
四
百
九
万

に

は

な

り

ま

せ

ん

。

一

保

険

な

ど

の

場

合

社

会

保

険

事

務

当

日

は

、

あ

い

に

く

の

雨

で

あ

り

ま

著

者

、

運

転

者

と

も

に

交

通

規

則

を

一

次

に

、

公

園

の

整

備

で

あ

り

ま

す

が

一

六

千

円

2

払

戻

し

は

、

病

院

、

診

療

所

か

ら

一

所

、

国

民

健

康

保

険

で

は

市

町

村

と

一

一

一

し

た

が

、

交

通

事

故

の

絶

滅

を

心

か

ら

一

守

り

交

通

事

故

防

止

に

つ

と

め

て

く

だ

一

昨

年

に

引

き

続

い

て

、

宮

士

山

会

園

、

一

(

衛

生

費

関

係

)

提

出

さ

れ

る

請

求

書

に

よ

っ

て

行

い

一

な

っ

て

い

ま

す

。

申

請

用

紙

な

ど

一

備

一

一

ま

ず

か

ら

、

診

療

を

受

け

た

月

か

ら

一

え

て

い

ま

す

か

ら

、

く

わ

レ

く

は

そ

軒

、

今

年

度

初

め

て

登

校

す

る

児

童

互

い

。

一

肱

川

緑

地

、

稲

荷

山

公

司

森

林

公

園

一

健

康

管

理

対

策

費

、

各

種

予

防

接

種

二

か

月

ぐ

ら

い

後

に

な

り

ま

す

。

一

れ

ぞ

れ

の

申

請

先

へ

お

た

ず

ね

く

だ

た

ち

の

胸

に

黄

色

い

羽

根

を

つ

け

て

事

一

の

整

備

を

図

っ

て

行

く

考

え

で

あ

り

ま

一

費

、

環

境

衛

生

費

、

会

害

対

策

費

、

じ

3

健
康
保
険
は
、
四
八
年
一

O
月

か

一

さ

い

。

保

険

衛

生

課

故

防

止

を

呼

び

か

け

ま

し

た

。

一

す

。

ん

芥

処

理

費

等

九

千

六

百

一

万

三

千

円

一
般
特
別
事
業
会
計
あ
わ
せ
て

五
十
億
一

一千一

一
百
六
万
三
千
円

新
年
度
予
算
を
審
議
す
る
三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
十
二
日
か
ら
+
目
聞
の
会
期
で
行
わ
れ
、
総
額
五

十
億
二
千
二
百
六
万
三
千
円
の
各
会
計
予
算
の
ほ
か
、
大
洲
市
印
鑑
条
例
の
改
正
な
ど
五
十
二
議
案
は
慎
重

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
レ
た
ほ
か
陳
情
、
請
願
に
つ
い
て
必
要
な
決
定
を
レ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
予
算
を
上
程
す
る
に
あ
た
り
、
村
上
市
長
は
、
施
政
の
基
本
的
な
方
針
を
次
の
よ
う
に
明

ら
か
に
レ
ま
し
た
。

施

政

方

針

の

概

要

「高額療養費制度を「
」ーご存知ですか__1

黄色い羽根をつり事故防止を呼びかける村上市長

医療費の支払いが3万円を超えるときは、払
戻 tしを受けられます。

ボーリング競技風景



(2) 

企
画
広
報
課
等
を
設
置

20 月4 昭和 50年事民芳三230号
J'f 

d 

農

事

メ

野

菜

モの

肥

培

管

理

春
野
菜
の
主
な
も
の
は
、
ト
マ

ト
、
キ
ユ
ウ
刀
、
ナ
ス
な
ど
果
菜
類

が
中
必
と
な
り
ま
す
。

ト
マ
ト
、
ナ
ス
の
管
理

元
肥
に
窒
索
肥
斜
を
多
く
や
る
と

草
丈
が
強
く
な
り
す
ぎ
て
、
玉
太
り

が
悪
く
な
り
、
玉
の
着
色
も
お
く
れ

る
の
で
、
一
段
自
の
花
が
咲
き
始
め

て
か
ら
、
肥
斜
を
多
く
施
す
乙
と
が

大
切
で
す
。

ト
マ
ト
は
一
本
、
ナ
ス
は
三
本
に

な
る
よ
う
、
芽
を
育
て
ま
す
。
ま
た

下
葉
が
古
〈
な
り
、
黄
色
昧
を
お
び

る
と
、
摘
葉
し
て
株
元
の
通
風
を

よ
く
す
る
乙
と
は
、
病
害
の
発
生
を

少
な
く
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

ナ
ス
の
場
合
は
三
本
の
主
枝
を
育

て
支
柱
を
立
て
る
と
よ
い
で
し
ょ
う

キ
ュ
ウ
刀
の
管
理

施
肥
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
栽
培
期
闘

を
通
じ
て
平
均
に
き
か
せ
る
乙
と
で

あ
り
、
草
丈
の
目
安
と
し
て
、
先
端

の
展
開
葉
よ
り
五
葉
自
に
雌
花
が
、

常
に
開
花
し
て
い
る
状
態
が
理
想
で

あ
り
、
乙
れ
よ
り
多
い
と
、
葉
茎
の

出
来
す
ぎ
で
あ
り
、
少
な
い
と
、
草

丈
が
弱
い
と
と
に
な
る
の
で
、
施
肥

の
程
度
を
考
え
る
こ
と
、
肥
削
柑
が
不

足
す
る
と
、
ベ
ト
病
に
か
か
り
ゃ
す

く
な
る
の
で
、
薬
剤
だ
け
で
な
く
栄

養
状
態
も
含
め
た
防
除
が
大
切
で

す。
キ
ュ
ワ
D
は
葉
が
茂
っ
て
日
光
が

あ
た
ら
な
い
と
、
果
実
の
肥
大
が
悪

く
な
る
の
で
、
支
柱
で
栽
培
す
る
場

合
は
、
部
分
的
に
摘
葉
し
て
校
を
出

さ
せ
て
一
果
二
葉
で
摘
芯
す
れ
ば
キ

ュ
ウ
リ
J

が
よ
く
な
り
ま
す
。

ス
イ
カ
の
管
理

親
づ
る
が
伸
長
し
て
く
る
と
、
株

一
万
か
ら
子
づ
る
が
多
く
出
て
く
る
、

こ
れ
を
放
置
し
て
お
く
と
、
茎
葉
の

過
繁
茂
と
な
っ
て
、
雌
花
の
開
花
が

遅
れ
、
第
一
果
が
着
果
し
な
い
の

で
、
芽
の
状
態
の
と
き
に
整
理
し

て
、
親
づ
る
を
含
め
、
三
本
の
つ
る

に
す
る
乙
と
が
大
切
な
作
業
で
す
。

一つの花で二個以上の実をつける座論梅

奇
形
を
呈
す
る
座
語
格
(
ざ
ろ
ん
ば

い
)
か
あ
り
ま
す
。

根
周
一
・
一
一
一
メ
ー
ト
ル
、
目
通

り
周

0
・
六
六
メ
ー
ト
ル
、
枝
下

一
・
一
一
一
メ
ー
ト
ル
に
て
本
斡
二
又

し
、
枝
張
り
は
東
一
子
六
メ
ー
ト
ル

西
三
・
一
メ
ー
ト
ル
、
南
一
ニ
・
五
C

メ
ー
ト
ル
、
北
二
・
八
五
メ
ー
ト
ル

で
花
は
淡
紅
色
で
八
重
咲
き
、
そ
の

果
実
は
六
月
下
旬
に
黄
熱
レ
、
一
花

よ
り
ニ

i
三
果
を
産
レ
、
二
果
結
合

す
る
も
の
は
果
肉
三
分
の
こ
に
お
よ

び
、
ま
た
は
そ
の
底
部
き
ん
少
着
合

す
る
も
の
も
あ
り
生
長
一
は
お
う
盛
で

あ
り
ま
す
。

座
高
間
梅
は
、
大
洲
市
に
す
で
に
指

定
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
平
野

町
平
地
の
富
栄
に
あ
り
(
樹
高
五
メ

ー
ト
ル
、
根
周

0
・
七
六
メ
i
ト

ル
、
日
通
り
周
0
・
六
二
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。

)
ζ

の
も
の
よ
り
大
形
で

あ
り
、
特
殊
な
品
種
、
形
態
、
生
態

と
も
に
比
較
研
究
の
必
要
上
、
貴

重
な
も
の
と
レ
て
昭
和
四
十
八
年

二
月
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し

た。

富
田
重
広
マ
福
祉
事
務
所
援
護
係
長
(
一
菅
田
傍
育
所
主
任
保
母
)
二
宮
修
子
マ

総
務
課
文
書
係
長
)
亀
岡
国
泰
マ
農
政
一
六
洲
学
園
主
任
保
母
(
大
開
保
育
所
主
一

課
農
業
構
造
改
善
謀
長
(
商
工
観
光
課
一
任
保
母
)
佐
相
真
マ
教
育
長
兼
図
書
館
一

商
工
係
長
)
祖
母
井
宗
吉
〉
農
地
開
発
一
長
事
務
取
扱
(
教
育
官
宜
)
大
川
咲
一
豆
大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

課

開

発

第

一

係

長

(

産

業

第

語

関

与

〉

学

校

教

裏

長

補

佐

兼

学

校

教

育

一

徳

森

の

座

論

梅

第
一
係
長
)
寺
岡
来
栄
マ
商
工
観
光
課
一
係
長
(
学
校
教
育
課
長
補
佐
)
笹
山
富
一

商

工

係

長

(

建

設

課

管

理

第

一

係

長

兼

一

夫

マ

事

務

一

専

門

員

兼

喜

多

幼

稚

園

主

一

所

有

者

二

宮

哲

夫

失
対
係
長
)
笠
井
俊
郎
マ
建
設
課
管
理
一
任
(
事
務
専
門
員
兼
犬
訓
幼
稚
闘
主
任
一
徳
森
中
山
東
部
落
に
通
ず
る
道
路
複
雑
な
幹
に
分
れ
、
中
途
に
て
癒
合

第
一
係
長
兼
失
対
係
長
(
一
ニ
善
連
絡
所
一
)
岡
本
し
ん
マ
大
洲
幼
稚
園
主
任
(
久
一
上
の
畑
隔
に
、
樹
高
五
メ
ー
ト
ル
、
(
ゆ
ご
う
)
し
多
く
の
分
岐
を
な
し

長
)
宮
本
富
男
マ
社
会
教
育
課
社
会
教
一
米
幼
稚
園
主
任
)
菊
地
千
代
子
マ
久
米
一

E
E睡
眠
換
留
霊
能
聾
議
暴
露
翻
臨
盟

E闘
圃

E
E

育
係
長
(
保
険
衛
生
課
主
査
)
一
h
閤
重
一
幼
稚
園
主
任
(
喜
多
幼
稚
園
主
任
)
松
一
醐
圃
圏
眠
鵬
鱗
糊
鵬
糊
糊
職
戦
線
淵
瀬
鍋
臨
幽
閉
輔
副
圃
圃
園
園
田
園

利

マ

平

野

連

絡

所

長

(

害

事

務

所

援

一

森

節

子

由

闇

護

関

欝

鐙

議

機

議

題

圏

圃

圏

圃

圃

護

係

長

)

吉

岡

俊

雄

マ

=

一

善

連

絡

所

長

一

〔

退

職

〕

一

輔

輔

ム

ぷ

議

議

議

議

麟

献

鞠

醐

醐

醐

臨

醐

圃

圃

圃

(
上
須
戒
連
絡
所
長
)
政
所
回
進
マ
上
須
一
教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課
長
熊
野
良
一
繍
纏
舗
瀬
よ
マ
綿
織
機
織
醐
勝
戦
翻
麟
織
輔
繍
醐
幽
圃
園
田
園
圃

総

務

部

長

(

望

事

務

局

長

)

清

変

一

言

語

課

長

補

佐

(

総

務

課

事

吾

妻

専

門

員

兼

豊

富

喜

一

戒

連

絡

所

長

(

税

務

課

徴

収

霊

長

一

マ

図

霊

室

号

学

豪

露

機

議

離

韓

関

闘

圃

一

一

一

閲

覧

暗

号

新

谷

保

育

所

事

務

専

門

員

兼

育

課

事

務

専

門

員

兼

学

校

教

育

係

長

孟

鰯

鱗

川

よ

F
機
織
機
鱗
麟
離
鱗
鱗
鱒
灘
睡
眠
臨
園
圃
圃
薗

光

マ

開

発

部

長

(

総

務

課

長

)

森

一

元

正

一

務

専

門

員

兼

管

同

係

長

)

中

野

実

マ

福

一

志

マ

農

政

課

事

務

専

門

員

兼

者

一

座

係

長

一

一

一

網

棚

繍

繍

j
J繍
麟
麟
樹
聯
蹴
鞠
欄
麟
鰍
麟
鞘
醐
掴
腫
圏
園
圃
園
田

一

一

一

所

長

(

喜

多

保

育

所

事

務

専

門

暴

所

一

二

宮

喜

美

子

一

襲

撃

議

議

欝

蹴

議

題

騨

醐

醐

歯

固

園

男

マ

総

務

課

長

(

人

事

課

長

)

高

柳

芳

一

祉

事

務

所

在

(

社

会

教

育

謀

長

補

主

(

産

業

第

一

課

霊

童

話

量

生

一

一

一

議

I
J
f議
欝

欝

騒

寵

韓

翻

醐

薗

圃

一

一

一

き

襲

撃

マ

喜

多

保

育

所

長

(

新

一

マ

大

削

地

区

量

消

防

事

務

組

合

忍

子

号

機

離

欝

難

寵

欝

髄

園

田

久
V
人

事

謀

長

(

教

育

委

員

会

総

務

課

一

)

山

本

線

寿

彦

マ

農

政

課

長

補

佐

(

産

一

農

地

開

発

課

事

務

専

門

員

兼

開

発

第

二

一

一

一

機

議

議

議

鱗

躍

題

画

盟

団

関

一

一

一

谷

保

育

所

長

)

友

松

豊

子

マ

大

削

保

亘

亮

令

一

議

議

議

総

議

欝

融

機

髄

醐

舗

網

議

舗

圃

掴

一

長

)

河

野

瑞

雄

ゾ

企

画

広

報

課

長

(

金

一

業

第

一

課

長

補

佐

)

村

喜

計

マ

農

地

一

係

長

(

産

業

第

一

課

事

務

専

門

員

兼

開

一

一

一

謬

絞

ぷ

芯

線

還

難

錦

繍

灘

欝

踊

閥

掴

鵬

闘

一

一

一

所

主

任

保

母

(

大

洲

保

育

所

)

隅

田

豊

消

防

長

石

岡

清

重

マ

消

防

署

長

井

上

豆

一

:

ア

燃

際

:

〆

縦

鍛

機

織

錦

織

麟

轍

轍

鱗

融

関

趨

概

幽

園

園

輯

轍

菌
室
長
)
百
固
定
則
マ
会
計
課
長
(
臥
一
開
発
課
長
補
佐
(
産
業
第
一
課
長
補
佐
一
発
第
二
係
長
)
堀
口
繁
V
農

地

開

発

課

一

一

一

鱗

織

機

ど

蛇

懇

べ

議

欝

繍

盛

岡

隣

組

関

関

一

一

一

子

マ

肱

南

保

育

所

主

任

保

母

(

粟

津

保

一

郎

マ

消

防

本

部

総

務

係

長

青

野

型

温

マ

議

畿

線

機

/
V襲
警

畿

叡

磯

蝿

掴

眠

騨

蝿

醐

費

支

配

人

)

酒

井

武

百

マ

保

険

衛

生

一

石

翼

朋

マ

環

境

整

備

課

長

補

佐

兼

一

事

務

専

門

員

兼

土

地

調

整

係

長

(

農

業

一

一

一

総

額

務

総

懇

欝

瀦

議

議

議

離

祖

国

間

罷

翠

一

↑

一

育

思

議

百

合

子

マ

南

久

米

保

育

所

一

消

防

本

部

予

防

係

長

検

言

語

防

一

勝

機

総

議

機

織

鱗

欝

鋭

機

畿

闘

髄

哩

2
2吋一難臨時間一時訪問駐車諮問先住一
i
森
喜
一
瞬
欝
舗
鰯
組
問

農

地

開

発

課

長

(

著

書

今

一

蓄

量

産

業

第

一

一

課

長

補

佐

)

一

需

5
1
i一一一
)
福
岡
ヒ
ザ
子

Z
一
豊
果

iへ
一

一

お

マ

¥

監

獄

麟

臨

醗

際

民

一

空

行

V
農
業
土
木
謀
長
(
商
工
観
光
友
利
勝
頼
マ
教
育
委
員
会
総
務
課
長
補
一
課
事
務
専
門
員
兼
国
土
調
査
係
長
)
旦

1
1
1
1
1
1
1
l
lト
l
i
l
i
-
-
1
1
1

一一

J
験

器

醐

闘

顛

盤

底

盟

国

圏

瞳

盟

国

国

・

・

E

E

E

Z
一
課
長
)
請
書
V
議
会
事
務
局
長
(
一
位
(
税
務
課
事
務
専
門
員
兼
固
定
資
産
中
金
義
V
南

久

米

連

絡

所

事

務

専

門

員

一

・

3
f
E

一

議

題

臨

閣

議

圃

圃

目

圃

司

一

室

園

長

)

菊

地

裏

マ

商

工

観

光

一

謀

長

)

金

数

雄

マ

基

教

育

課

長

一

署

長

(

霊

第

一

課

事

務

専

門

員

兼

一

市

の

機

構

を

一

部

改

革

〓

は

川

日

川

川

川

一

課

長

(

大

洲

病

院

事

務

局

次

長

)

岩

城

一

種

(

社

会

警

課

事

務

専

門

員

兼

社

一

蓄

事

業

係

長

)

山

本

栄

等

新

重

一

一

葉

、

音

襲

、

農

業

委

員

会

事

務

局

-
V
農
政
謀
、
別
館
一
階

軍
一
五
郎
マ
大
洲
学
園
長
(
産
業
第
二
妻
一
会
教
育
係
長
)
窪
隆
夫
マ
大
洲
病
院
事
一
禁
事
務
専
門
員
兼
所
長
(
農
業
委
員
一
事
務
室
も
一
部
変
更
一
)
、
農
地
開
発
課
(
関
委
一
係
、
関
子
農
地
開
発
謀
、
別
館
一
階

司

一

)

金

上

票

率

粕

園

長

(

福

祉

事

務

一

務

局

次

長

兼

庶

務

係

長

(

税

務

課

長

補

一

会

事

務

専

門

豪

農

地

係

長

)

森

喜

一

一

重

一

係

、

土

地

調

整

孫

、

国

土

調

査

一

V
農
業
土
木
課
別
館
二
階

1
一
所
次
長
)
矢
野
久
光
マ
教
育
次
長
兼
総
一
佐
)
丹
羽
需
マ
開
発
部
事
務
専
門
員
一
号
総
務
課
管
財
係
長
(
章
一
章
一
課
一
四
月
一
目
、
市
の
機
構
が
面
改
革
一
実
施
年
度
に
入
っ
た
と
と
、
号
室
係
)
を
設
置
し
ま
し
た
。
-

一
務
課
長
(
社
会
警
課
長
)
宝
信
勝
一
農
業
共
済
事
務
従
事
(
霊
第
二
課
共
一
農
業
構
造
改
善
係
長
)
政
所
義
之
喜
一
さ
れ
ま
し
た
。
吾
妻
喜
多
農
業
共
済
組
合
へ
移
一
と
れ
に
伴
い
、
市
役
所
の
事
務
室
が

I
一
ム
学
校
教
育
課
長
(
城
川
町
土
居
小
学
一
重
課
長
)
松
岡
妻
マ
企
画
広
報
一
務
課
交
通
安
全
係
長
兼
文
書
係
長
(
総
-
特
に
今
官
、
広
報
広
聴
活
動
を
よ
一
瞥
し
た
乙
と
等
に
伴
い
、
従
来
の
産
業
一
次
の
と
お
り
一
部
変
更
に
な
り
ま
レ

剛
一
校
長
)
梅
林
E
義
マ
社
会
教
育
課
長
(
一
課
事
務
専
門
員
兼
広
報
響
係
長
(
保
一
務
課
交
通
安
全
係
長
)
中
野
賢
二
マ
税
一
り
霊
的
に
行
い
、
市
民
参
加
の
富
一
第
一
謀
、
産
業
第
二
課
を
改
組
レ
、
新
「
。

ョ
一
清
和
園
長
)
笹
田
清
一
マ
臥
竜
苑
支
配
一
険
衛
生
課
衛
生
係
長
)
山
本
茂
マ
税
務
一
務
課
固
定
資
産
税
係
長
(
新
谷
連
絡
所
一
を
進
め
る
た
め
、
従
来
の
企
画
室
を
企
了
く
農
政
課
(
農
政
係
、
農
業
構
造
改
一
?
企
画
広
報
課
、
喜
一
階

一
人
(
教
育
委
員
会
総
務
課
長
補
佐
)
泉
一
課
事
務
専
門
員
兼
市
民
税
係
長
「
税
務
一
長
)
正
月
健
一
マ
税
務
課
徴
収
係
長
(
一
画
広
報
課
に
改
め
、
広
報
統
計
係
を
新
，

一
覚
弥
マ
企
画
広
報
課
長
補
佐
兼
企
画
係
一
課
市
民
税
係
長
)
西
泉
信
男
マ
農
政
課
一
平
野
連
絡
所
長
)
(
合
本
泰
啓
マ
保
険
衛
一
設
し
ま
し
た
。

-
E
R
(
企
画
室
次
長
兼
企
画
係
長
)
大
藤
一
事
務
専
門
員
兼
農
政
係
長
(
産
業
第
二
生
課
衛
生
係
長
(
南
久
米
連
絡
所
長
)
一
ま
た
、
国
営
総
合
農
地
造
成
事
業
が

広
域
消
防
業
務
開
始
一
日
韓
詩
盟
諸
問
諸
島

消

防

本

部

庁

舎

新

築

落

成

一

四

月

一

白

か

ら

業

務

開

始

を

目

標

に

準

一

予

定

。

一
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。
一
⑨
大
洲
消
防
署
(
主
と
し
て
大
淵
市
を

大
測
地
区
広
域
消
一
今
ま
で
は
内
子
町
、
五
十
崎
町
、
長
一
管
轄
す
る
が
、
組
合
管
内
の
状
況
に
応

防
事
務
組
合
で
は
、
一
浜
町
に
は
常
備
消
防
が
あ
り
ま
せ
ん
で
一
じ
て
出
動
す
る
。
)

消
防
本
部
、
署
庁
合
一
し
た
が
、

ζ
れ
で
当
該
地
域
の
火
災
、
一
救
急
車
二
台
、
消
防
自
動
車
三
台
、

の
建
築
を
進
め
て
き
一
救
急
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
著
し
く
強
一
職
員
二
十
八
名
(
状
況
に
よ
り
増
員
予

清
ま
し
た
が
、
一
ニ
月
末
一
化
さ
れ
た
わ
げ
で
す
o

一
定
)

劃
に
峻
工
、
四
月
一
日
一
職
員
、
車
問
等
の
状
況
は
次
の
と
お
一
な
お
、
内
山
支
署
は
庁
舎
を
建
築
中

体

に

庁

合

格

成

式

と

開

一

り

で

す

。

一

で

六

月

中

に

竣

工

予

定

で

す

。

長

浜

支

淵
庁
式
を
行
い
ま
し
一
⑨
内
山
支
署
(
内
子
町
、
五
十
崎
町
管
一
審
は
敷
地
の
関
係
で
仮
庁
舎
で
レ
ば
ら

北

た

。

一

轄

)

一

く

義

務

を

行

い

ま

す

。

な
乙
の
大
洲
地
区
広
一
救
急
車
一
台
、
消
防
自
動
車
一
台
、
職
一
同
支
暑
に
配
置
す
る
職
員
は
、
九
月

時
域
消
防
事
務
組
合
一
員
は
五
十
年
度
八
名
配
置
し
、
五
十
二
宋
ま
で
本
部
で
教
育
訓
練
を
受
け
、
十

ー
は
、
大
洲
市
、
内
子
一
年
度
八
名
増
員
、
計
十
六
名
を
配
置
予
一
月
一
日
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

町

、

五

十

崎

町

、

長

一

定

。

一

消

防

団

員

は

地

減

防

災

と

、

住

民

の

浜
町
の
一
市
三
町
が
一
⑨
長
浜
支
署
(
長
浜
町
管
轄
)
一
安
全
の
た
め
、
活
動
す
る
こ
と
は
従
来

広
域
的
に
予
防
行
政
一
救
急
車
一
台
、
消
防
自
動
車
一
台
、
一
と
変
り
あ
り
ま
せ
ん
@

市
は
、
昭
和
五
十
年
度
の
基
本
方
針
で
あ
る
自
然
と
の
調
和
を
基
剰
と
し
た
、
開
発
と
、
市
民
福
祉
の
行

政
を
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
企
画
広
報
課
、
農
政
謀
、
農
地
開
発
課
の
設
置
等
機
構
の
一
部
改
革
を
行

い
、
適
材
を
適
所
に
配
置
し
て
能
率
的
な
行
政
事
務
の
執
行
を
図
る
よ
う
、
四
月
一
日
付
で
人
事
異
動
を
発

令
し
ま
し
た
。
異
動
数
は
肱
北
保
育
所
の
開
設
に
要
す
る
保
母
等
新
規
採
用
者
を
含
め
百
四
十
七
名
で
す
。

ま
た
、
大
測
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
の
業
務
開
始
に
よ
り
、
消
防
職
員
二
十
七
名
の
派
遣
も
発
令
し

ま
し
た
。
お
も
な
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
)

大
洲
市
教
育
委
員
会

ス
イ
カ
の
草
丈
の
目
安
と
し
て
、
一
f

つ
る
の
先
端
か
ら
開
花
し
て
い
る
雌
一
一

花
ま
で
の
つ
る
の
長
さ
に
よ
る
の
が
一

便
利
で
、
そ
の
長
さ
は
品
種
に
よ
っ
一

て
ち
が
い
が
あ
り
、
小
玉
麗
で
三
十
一

セ
ン
チ
、
中
玉
種
(
縞
玉
)
程
度
で
一

四
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
と
思
わ
れ
る
の
一

で
、
と
れ
よ
り
長
い
と
草
丈
が
強
一

く
、
短
い
と
弱
い
と
と
に
な
る
の
で
一

追
肥
の
と
き
施
肥
量
を
加
減
す
る
と
一

よ
い
。ス
イ
カ
の
根
は
、
つ
る
の
伸
長
に

出
例
し
て
い
る
の
で
、
施
肥
に
よ
っ

て
根
の
障
害
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所

経
営
組
織
、
事
業
の
内
容
や
従
事
者
な
一
た
。

ど
を
調
べ
る
事
業
所
の
国
勢
調
査
と
も
一
※
軽
自
動
車
税

い
え
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
調
査
で
一
軽
自
動
車
の
う
ち
二
輸
の
も
の
、
及

す

。

一

び

三

輪

の

も

の

は

、

年

度

途

中

の

所

有

乙
の
調
査
の
結
果
か
ら
、
都
道
府
県
一
者
の
異
動
に
よ
り
税
額
を
変
更
し
て

市
区
町
村
ご
と
の
事
業
所
数
、
従
業
者
一
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
ま
レ

殺
の
規
模
や
そ
の
産
業
別
の
構
成
を
明
一
た
。

ら
か
に
す
る
統
計
を
作
成
し
ま
す
。
一
な
お
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
せ

作
成
さ
れ
た
統
計
は
、
国
、
県
、
市
に
一
く
だ
さ
い
。

お
け
る
地
域
開
発
計
画
、
都
豆
剖
画
の
一

J
I
l
-
-
1
1
1
1
1
1

立

案

、

雇

用

、

交

通

、

望

書

な

一

喜

多

農

業

共

済

ど
の
対
策
や
国
民
所
縄
県
民
所
俸
の
一
組
合
が
発
足

推
計
、
地
方
交
付
金
の
算
定
な
ど
の
7
一

め
に
欠
く
と
と
の
で
き
な
い
若
本
的
な
一
農
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
い
て
行
う

資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
一
農
業
共
済
事
業
は
従
来
市
町
村
が
運
営

お
忙
し
い
と
と
ろ
恐
縮
で
す
が
、
事
一
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
広
域
合

業
所
統
計
調
査
員
が
、
調
査
に
参
り
ま
一
併
レ
大
洲
市
・
喜
多
郡
の
各
町
村
を
区

す
の
で
、
乙
の
調
査
の
重
要
性
を
と
理
一
域
と
し
て
喜
多
農
業
共
済
組
合
が
新
し

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
一
く
発
足
し
ま
し
た
。

お

願

い

し

ま

す

。

一

当

組

合

は

、

農

業

災

害

補

償

法

に

基

一
づ
き
、
農
業
経
営
の
安
定
と
農
業
再
生

一
産
力
の
発
展
に
努
力
す
る
覚
悟
で
お
り

ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
本
所
大
洲
市
農
協
会
館
内

組
合
長
理
事
上
川
好
邦

企
画
広
報
課
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4
月
初
日
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5
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日
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h
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日
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病
院
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1
5
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h
月
3
日
中
央
病
院
④
4
5
5
1

h
Y
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ヂ
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5
日
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P

H
日

O

L

F

A
Y
M
日

M

M

L

F

h
v
M
ω
自

H

H

9

診
療
時
間
午
前
八
時
半

i
午
後
六
時

基礎控除額
配偶者控除額
老人扶養親族控除額
配偶者がなく、かっ老人
扶養親族に該当しない場
合の I人目扶養控除額
上記以外の扶養親族控除額
老年者、寡婦、勤労学生控除額
一般障害者控除額
特別障害者控除額
白色事業専従者控除額

ー
新
刊
図
書
案
内

l

児
童
図
書

日
本
史
の
日

1
み
ち
の
く
の
王
者
(
平
野
直
)

2
神
さ
ま
と
土
ぐ
も
(
比
江
島
重
孝

3
大
江
戸
ア
イ
デ
ア
マ
シ
(
中
井
)

4
落
語
界
の
エ

1
ス
(
興
津
要
)

5
べ
ら
ん
め
え
大
将
(
桜
井
正
信
)

6
山
よ
火
を
ふ
け
(
小
池
章
太
郎
)

7
万
延
元
年
三
月
三
日
(
長
谷
川
)

8
大
学
や
め
て
も
へ
っ
ち
ゃ
ら

9
白
い
大
地
(
吉
田
武
=
一
)

叩
戦
国
ゲ
リ
一
フ
大
名
(
霜
川
遠
志
)

日
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
戦
争
(
山
本
)

ロ
お
れ
の
絵
は
乙
れ
か
ら
だ
(
桜
井

二
、
生
命
保
険
料
控
除
対
象
限
度
額

改
正
後
七
万
円
、
改
正
前
四
万
円

※
固
定
資
産
税

新
築
住
宅
及
び
新
築
中
高
層
耐
火

定
築
住
宅
に
係
る
減
額
措
置
が
昭
和

五
十
年
一
月
一
日
ま
で
を
、
昭
和
五

|
」
一
十
三
年
一
月
一
日
ま
で
延
長
占
{
}
れ
ま
し


